
 

 

 

 

 

下の図のように、直方体の水そうＡには深さ６㎝の水が入っています。そこへ、直方体

Ｂをしずめます。このとき、Ａの水そうの水の深さは何㎝になるでしょう。言葉や式で説

明しましょう。 

 Ａの水そうの図に書き込まれている長さは、全て、水そうの内のりの長さとします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答えと解説 

＜小学校５年生＞ 

図形 

体積、容積をもとに、水の深さの変化を求めよう 

年   組  番 名前              

 

で水そうＡの水の深さが増えるのは、Ｂの体積分だから、まず、Ｂの体積

を求めます。Ｂの体積を求める式は、                             

    ６×８×３＝１４４        となり、Ｂの体積は 

  １４４㎤  です。 その分、Ａの深さが増えることになります。  

 Ａの底面積は、                           

 （式）   ８×１２＝９６                            

で、  ９６㎠   なので、増える深さは、                    

 （式） １４４÷９６＝１．５                        

で、 １．５ｃｍ   となります。もともとの深さが６㎝なので、   

求める深さは、 （式）   ６＋１．５＝７．５                         

となり、求める水そうの深さは   ７．５㎝   となります。                                      

◆解説◆ 

たて×横（横×たて）×高さ＝角柱の体積 なので、底面積×高さ＝角柱の体積となり

ます。したがって、高さが分からない場合は、高さ＝角柱の体積÷底面積で求めること

ができます。 

 



 

 

 

 

 

下の図のように、直方体の水そうＡには深さ６㎝の水が入っています。そこへ、直方体

Ｂをしずめます。このとき、Ａの水そうの水の深さは何㎝になるでしょう。言葉や式で説

明しましょう。 

 Ａの水そうの図に書き込まれている長さは、全て、水そうの内のりの長さとします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ヒント】 

Ｂをしずめるということは、Ａの

水の量がＢの体積の分だけ増える

ということです。 

 

＜小学校５年生＞ 

図形 

体積、容積をもとに、水の深さの変化を求めよう 

年   組  番 名前              

 

で水そうＡの水の深さが増えるのは、Ｂの体積分だから、まず、Ｂの体積

を求めます。Ｂの体積を求める式は、                             

                      となり、Ｂの体積は 

        です。 その分、Ａの深さが増えることになります。  

 Ａの底面積は、                           

 （式）                               

で、        なので、増える深さは、                    

 （式）                               

で、         となります。もともとの深さが６㎝なので、   

求める深さは、 （式）                            

となり、求める水そうの深さは          となります。                                                                 


